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本スライドの構成

• これまでの取組みの概要
• 今プロジェクトにおける取組みの概要と三つの問い
① 各教科等において捉えられているコンピテンシー
の姿とは?:国語科と技術科の分析

② 教師はコンピテンシー育成のためにどのような授
業を計画しているか?:CMCD（学習指導案検索
システム）作成の報告

③ コンピテンシー育成のためにどのような教科間の
連携が可能か?:批判的思考力を例にした分析

• まとめと今後の展望

本スライドでの発表は、上記の構成にしたがって進めて参ります。
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これまでの取組みとその成果

小・中学校の様々な授業実践や諸活動において、
どのようなコンピテンシーが、
どのように育成されているのか?

現在、複雑で不確定性の高い将来の社会を生きる子供たちに対して、学校教育
においてコンピテンシー（資質・能力）の育成が求められていることはご承知の
通りです。しかし、教育現場においてカリキュラム・オーバーロードの問題等が
論じられている現状から、コンピテンシー育成のために新たに専用の教科等を設
けたり、特定の教科等のみにコンピテンシー育成を担わせることは現実的ではあ
りません。さらに、日本の学校教育の特色として、コンピテンシーは教科横断的
に様々な活動において育成される傾向があることが指摘できます。こうしたこと
から、コンピテンシーの育成は、複数の教科等が協働して、連携・分担しながら
進めていくことが重要となると言えます。

こうした前提から、それでは我が国の学校教育において「どのようなコンピテ
ンシーが育成されうるのか？」、そして、育成可能なコンピテンシーは授業活動
において「どのように育成されているのか？」、という問いが導き出されました。
前回のプロジェクトでは、これらの問いへの答えを明らかにすることを中心に研
究に取り組んできました。
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これまでの取組みとその成果
7つの汎用的スキルと、8つの態度・価値の枠組み
コンピテンシーは様々な教科等の授業で育成可能
コンピテンシー育成のための指導の手立ての提案

様々なコンピテンシーを、
学校教育の授業実践・活動において、

教科をこえて存在する指導の手立てを用いて
育成することができる

前述の問いを明らかにするために、前回のプロジェクトでは以下の研究を行い
ました。

まず、小・中学校の教科指導を通して育成可能と考えられるコンピテンシーの
構成要素について、東京学芸大学の教科教育学を専門とする大学教員に対して質
問調査を実施し、その回答に基づき、また文献等を参考に、7つの汎用的スキル
と8つの態度・価値を定義しました（次スライドを参照）。このことによって、
我が国の学校教育において育成可能なコンピテンシーの枠組みを整理しました。

次に、全国の小・中学校教員を対象に、上の調査から得られたコンピテンシー
の構成要素それぞれについて、学校教育の各教科等の学びの中でどの程度、育成
可能であるかをWEBアンケートによって調査しました。その結果、小・中学校
のすべての教科等が、程度の差はあるものの、ほとんどの汎用的スキルと態度・
価値のいずれかについて育成可能であるとみなされていることが明らかになりま
した。ここから、コンピテンシーは様々な教科等の授業活動において育成可能で
あると考えられます。

そこで、各教科等において、コンピテンシー育成を意図した授業を大学教員・
授業者が連携して立案し、東京学芸大学附属小・中学校・中等教育学校において
実施された実際の授業を収録・分析しました。また、児童・生徒に対して質問紙
調査を行い、自身のもつコンピテンシーの状態に関して自己評価してもらいまし
た。さらに、分析を担当した各教科等の大学教員が集まり、分析結果について教
科・領域をこえた検討を行った結果、授業において学習を促進するための様々な
手立てが、コンピテンシーの育成に寄与している可能性を指摘しました。
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これらの研究成果から、我が国の学校教育では、「様々なコンピテンシーを、
授業実践において、教科をこえて存在する指導の手立てを用いて育成することが
できる」という原則が得られたと言えます。なお、これらの成果をもとに、実際
の授業の様子を視聴できる授業動画配信システム「21CoDOMoS」が開発・運用
されています。
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【参考】7つの汎用的スキルと8つの態度・価値
のコンピテンシーの枠組み

出典：東京学芸大学次世代教育研究推進機構ホームページ
（http://www.u-gakugei.ac.jp/~jisedai/tedatevideo/）
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前プロジェクトにおいて残された課題

学習指導要領
• 国や自治体レベルで定
められたカリキュラム

教育課程や指導計画 • 教師が解釈し、実施する
指導や内容

児童・生徒の状態 • 学びによって児童・生徒が
身に付けたコンピテンシー

これまで述べてきたように、前回のプロジェクトにおいて行った研究から、学
校教育におけるコンピテンシー育成は様々な教科等の活動で可能であるという、
基本的な原則を得ることが出来ました。

ところで、カリキュラム研究においては、学校教育カリキュラムには三つの次
元があると言われています。まず一つ目は、国や自治体レベルで定められた、教
育の大きな枠組みや方向性について体系化したカリキュラム、これには学習指導
要領などが相当します。また、二つ目として各学校や教師が何をどう教えるかと
いうカリキュラム、これは学校それぞれで定められる教育課程や年間計画、単元
計画などに当たります。そして三つ目には、子どもたちが何を学び身に付け、そ
のことについてどのように考えるかという、児童・生徒の実態としてのカリキュ
ラムです。前プロジェクトで主に焦点化したのは、子どもたちがどのようなコン
ピテンシーを身に付けているかということでした。しかし、コンピテンシーと学
習指導要領の関係や、コンピテンシー育成を目指した様々な授業のつながりにつ
いては、あまり触れてこなかったと言えます。

そこで、今プロジェクトでは、学習指導要領上においてどのようなコンピテン
シーの育成が目指されているのか、そしてコンピテンシー育成を目指す複数の授
業や教科、学年間のつながりや指導の手立てについて明らかにすることを目指し
ます。
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今プロジェクトにおける取組み

① 各教科等において捉えられているコンピテンシーの姿は
どのようなものか?

② 教師はどのような単元、題材、教材、活動で、
どのようなコンピテンシーの育成を計画しているか?

③ コンピテンシーを育成するためには、
どのような教科間の連携が必要か?

学習指導要領に関連する問い

教育課程・指導計画に関連する問い

今プロジェクトの取組みは、具体的に三つの問いへ言い換えることができるで
しょう。

まず一つは、前述したカリキュラムの一つ目の次元に関連するもので、それぞ
れの教科等の学習活動を通して育成を目指すコンピテンシーの姿はどのようなも
のであるか、という問いです。これは、同じ名称をもつコンピテンシーであって
も、各教科等によって異なる特徴をもつことに関連します。例えば同じ批判的思
考力というコンピテンシー名であっても、その力は多様な側面から構成された総
体であると考えられます。批判的思考力のどの側面がクローズアップされるかは、
教科等の特質や単元内容によって変わってくるでしょう。各教科等で各コンピテ
ンシーのどの側面の育成が重視されているかを知ることで、授業を行う際に、よ
り効果的な指導が可能になると考えられます。

前述の二つ目の次元に関連する問いは、二つに分けられます。まず、教師が授
業においてコンピテンシーを育成しようとする際に、どのような活動によって、
どのようなコンピテンシー育成が可能であるか、という問いです。新しい教育観
であるコンピテンシーの育成について、個々の教師が一人で一からすべてを考え
ることは困難である場合が多いでしょう。そのときに、これまでどのような授業
が実施されてきたのか、どのような指導の手立てが用いられていたのか、という
ような情報を得ることは、教師が実際に授業を行う上で大きな助けとなると考え
られます。

二つ目の次元に関連するもう一つの問いは、学校教育活動全体でコンピテン
シーを育成しようとする際にどのような教科間の連携が必要となるかという、カ
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リキュラム・マネジメントに関わる問いです。特に、前述したように、教科横断
的に、すなわちすべての教科等の授業でコンピテンシー育成を分かち持とうとす
る際に、活動を次々と新たに付け加えていくのでは、カリキュラムの過密化に
よって指導内容を消化できないという、カリキュラムオーバーロードの問題を引
き起こすことが懸念されます。それを避けるためにも、各教科等が特性を生かし
て、どのようにコンピテンシーの育成をシェアしていくことができるかを探るこ
とが重要であると考えられます。
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今プロジェクトにおける取組み

① 各教科等において捉えられているコンピテンシーの姿は
どのようなものか?

② 教師はどのような単元、題材、教材、活動で、
どのようなコンピテンシーの育成を計画しているか?

③ コンピテンシーを育成するためには、
どのような教科間の連携が必要か?

学習指導要領に関連する問い

教育課程・指導計画に関連する問い

各教科等の学習指導要領解説の記述分析各教科等の学習指導要領解説の記述分析

各教科等の学習指導案の収集と公開各教科等の学習指導案の収集と公開

コンピテンシーを軸として各教科等
の指導や活動のつながりを解明

コンピテンシーを軸として各教科等
の指導や活動のつながりを解明

前述の三つの問いへ答えること、それが今プロジェクトの研究の取組みであり、
また成果ともなると考えます。

まず、一つ目の問いへの答えとして、各教科等の学習指導要領解説について分
析を行い、その記述から各教科等で育成が目指されている各コンピテンシーの姿
を明らかにします。特に、教科の特性や役割について全体的・包括的に記述され
ている箇所と考えられる、「教科の目標」の解説部分を対象として実施します。

また、二つ目の問いへの答えとして、コンピテンシー育成を目的とした学習指
導案を各教科等から収集し、公開します。こちらはすでに、東京学芸大学附属
小・中学校・中等教育学校等の教諭から、多数の学習指導案収集を実施しました。
現在、収集した指導案を公開し、コンピテンシー育成のための実際の授業の情報
を広く提供していく準備を進めています。

最後に、三つ目の問いへの答えとして、コンピテンシーを軸としながら各教科
等の指導や活動がどのようにつながるかを解明します。例えば、あるコンピテン
シーを重点的に指導しようとしたときに、よく似た指導や活動がされている他の
教科等があれば、児童・生徒にその学習を思い出すように促すことで、より効果
的に学習を進めたり深めたりすることができるでしょう。またあるいは、コンピ
テンシー育成指導の発展性について分かれば、現状の発達段階にある児童・生徒
にどのような学習活動が必要であるのか、といった指導内容の理解につながるこ
とも考えられます。つまり、コンピテンシーを手がかりとして他教科等の学習内
容や活動を知ることが、学校教育活動全体でコンピテンシー育成を進めていくカ
リキュラム・マネジメントを考える上での重要な視点となるのです。
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各教科等の学習指導要領解説の記述分析結果
（一部）

技術科 コンピテンシー 国語科
・技術が生活や社会，環境等に与える影響を評
価し，適切に選択したり，管理・運用したりするこ
とのできる力

・国語で表現された内容や事柄を正確に理解す
る資質・能力

・複数の側面から要求・条件を吟味（する） ・対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意
味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い直し
たり（する）

・特定の側面から見た個人的な願いの実現を目
指そうとすることではなく，…多様な側面で，作る
場面，使う場面，廃棄する場面，万が一のトラブ
ルの場面などを想定し，さらに，使い手だけでなく
作り手の立場も意識（する）

・（国語を）適切に使うことができるようにする

・実践を評価・改善することのできる力 ・言語を手掛かりとしながら論理的に思考する力

・使い手だけでなく作り手の立場も意識（する） ・言葉を通じて人や社会と関わり自他の存在につ
いて理解を深めること

・今後の社会の発展と技術の在り方について考
え（る）

・（国語は）一人一人の自己形成，社会生活の向
上，文化の創造と継承などに欠かせない

・人間の願いを具体的な形として実現する

よりよい社会
への意識

批判的思考力

続いて、前述した一つ目の問い、すなわち「各教科等において捉えられて
いるコンピテンシーの姿はどのようなものか？」を明らかにするために取
り組んでいる分析について、その結果の一部をご報告します。

具体的には、各教科等の学習指導要領解説の「教科の目標」について記
述された箇所を対象に、各教科等の学習活動を通してどのようなコンピテ
ンシーの育成が企図されているかについて、NGEのコンピテンシーの枠組
み（7つの汎用的スキルと8つの態度・価値）に基づき、分析を実施しまし
た。分析は、教科教育学や心理学、文化人類学を専門とするNGE機構所属
の研究者と、国語や社会などそれぞれの教科等を専門とする大学教員が共
同で行いました。なお、本発表では、国語科と技術科（いずれも中学校）
の分析結果の一部をお示ししています。

上記の表は、汎用的スキルから「批判的思考力」、態度・価値から「よ
りよい社会への意識」を取り上げ、それぞれのコンピテンシーに関連する
学習指導要領解説上の記述を抽出したものです。ここからは、同じ名称の
コンピテンシーであっても、その具体的な力や内容は、教科によって異
なっていることが分かります。

まずは、「批判的思考力」について見てみましょう。技術科では、技術
を開発したり運用する場面において、人々の多様な立場やニーズを想定し
ながら考えたり行動することを「批判的思考力」と位置付けていると考え
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られます。一方、国語科では、言葉を手がかりにして論理的に思考するこ
と、また、表現された言葉が他者にどのように受け取られるかを考えるこ
となどが「批判的思考力」に含まれると読み取れます。こうした結果から、
教科汎用的でいくぶん抽象的なコンピテンシー概念は、教科の学習活動を
通して、教科の固有の文脈に根差した具体的な児童・生徒の姿として理解
できると考えられます。言い換えれば、授業活動等を通したコンピテン
シー育成には、各教科等の特性や内容をいかして様々な関わりが可能であ
るのです。そして、上記のような分析結果は、どのような側面を重視する
べきかに関する指標のひとつとして位置づけられると考えています。

次に、「よりよい社会への意識」を見てみましょう。技術科で目指され
る「人間の願いを具体的な形として実現する」という「よりよい社会への
意識」は、国語科での言葉のコミュニケーションの上に成り立つ「一人一
人の自己形成」や「社会生活の向上」という「よりよい社会への意識」と
地続きである、あるいはそうした他者との交流を前提とした「よりよい社
会」であるとも考えられます。つまり、以前に、ひとつのコンピテンシー
は多様な側面から構成された総体であると述べましたが、それらの側面は
相互に関連し合っている可能性が指摘できるのではないでしょうか。
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各教科等の学習指導要領解説の記述分析結果
（一部）

各教科等の学習や活動において、どのようなコンピテン
シーの育成が企図されているのか、各教科等の学習指導
要領解説「教科の目標」の記述を分析した。

• 同じコンピテンシーであっても、各教科等の特性に
よって、コンピテンシーの異なった側面の育成が目指
されていることが分かった

• 各教科等において育成を目指すコンピテンシーの姿は、
他の教科等とのつながりが存在する可能性が示唆され
た

これまでに報告してきた、各教科等の学習指導要領解説についての分析結果か
ら得られたポイントは、上のスライドのようにまとめることができます。

本発表でお示しした結果はまだ一部かつ途中段階のものですが、今後は上記に
挙げたポイントを前提に、さらに分析を進めて参りたいと考えています。
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続いて、二つ目の問い、すなわち「教師はどのような単元、題材、教材、活動で、
どのようなコンピテンシーの育成を計画しているか？」を明らかにするための取
り組みについてご報告します。

本機構では、教科等の各単元でどのようなコンピテンシーが育成されているのか、
情報を収集し、授業検索用データベースとして公開する準備を進めています。そ
のためにコンピテンシーの育成を目的とした学習指導案を各教科等から収集して
います。学習指導案はコンピテンシー（7つの汎用的スキルと8つの態度・価
値）、学年、教科、各教科の領域等、また学習指導要領との関連も視野に入れな
がら作成されています。1つの指導案に育成できる、汎用的スキル１つ以上、態
度・価値１つ以上が記載されています。教科の特性に合わせて、育成できるコン
ピテンシーをバランスよく選びました。なお本時案には、教科の特性や授業内容
に合わせて、コンピテンシーの育成に有効な手立てを示しています。
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検索画面トップ

12

こちらが、現在、作成を進めているCMCD（Curriculum Map for Competency 
Development・仮称)です。ここから、コンピテンシー育成に関する各教科等の
学習指導案や授業映像を検索することができます。
CMCDは、教科等の各単元でどのようなコンピテンシーが育成されているかの情
報を収集し、授業検索用データベースとして活用することを目的としています。
教科、学年、コンピテンシー（7つの汎用的スキルと8つの態度・価値）、また
フリーワードからも検索することができます。
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検索結果画面

13

検索結果は該当する学習指導案があると★が示されます。それぞれの授業の詳細
は、学年、教科名、単元名、コンピテンシー（汎用的スキル、態度・価値）、指
導の手立てなどが一覧に示されます。コンピテンシーの育成を目指す複数の授業
や教科、学年間のつながりや指導の手立てをご覧いただけます。
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批判的思考力 分類ワーク
既習事項や知識をもとにして、新
たな知見へとつなげる

【音楽】

本文から根拠を明確にしながら、
学習ツールを駆使して問題解決の
ノートづくりをする【国語】

実験結果をもとに、自分の考えと
他者の考えを比較しながら、多様
な視点で考察し、より妥当で多く
の者を説得することが可能な結論
を得ようとする【理科】

情報をよく調べたり確かめたりす
るなど批判的にみる

【家庭科】

常識を疑う

【体育】

自分の意見を明確に伝えるために、
自分の主張や根拠をどのように構
成して論を進めるか考える

【国語】

導入で提示された自然の事物・現
象に対して、自分の考えと他者の
考えを比較しながら、多様な視点
で課題を見いだす【理科】

課題の解決のための実験を計画す
る際、自分の考えと他者の比較し
ながら、より妥当な方法を検討す
る【理科】

なぜできるのかを問い返す

【体育】

理想と現実のギャップを捉える

【体育】

他者の表現をもとに、自分の表現
を批判的に捉える

【音楽】

優先順位や社会的側面に着目させ、
アイデアを比較検討する際の客観
視を促す【技術】

前時で行った各グループのインタ
ビュー映像を見ながら、振り返り
と分析を行い、質問や助言をしあ
う【国語】

用いられている表現の違いから、
行動の差異に注目をし、よりふさ
わしい表現を考える【国語】

グループ全体の課題から、自分の
課題を認識して活動する

【音楽】

自分なりの考え

【社会】

班やクラスで意見を出し合い、多
様な価値観や生活の工夫を知る

【家庭科】

普遍的な技術（ポイント）媒介に、
個々の技能（コツ）を交流する

【体育】

価値観の相対化により、自身の生
活を工夫する

【家庭科】

意見を交換し、自分の考えを他者
の意見とすり合わせる

【音楽】

様々な観点は、それぞれ関連し合
い、順序や優劣がある。観点をう
まく順序立てて整理する【国語】

情報を複合的に用いることの重要
性を示唆しつつ、生徒にも他班を
同様の視点で相互評価させる

【技術】

自他のアイディアのよさを上手く
生かしながら、共に表す

【美術】

自分の意見の客観視
異なる立場
【社会】

価値の相対化、考えの更新

【社会】

表現者の思いや鑑賞者の感じ方を
理解したり比較したりしながら、
自分なりの視点や考えをもつ

【美術】

生活の中にある様々な表現につい
て、捉え直す

【音楽】

児童と高齢者という異なる２つの
立場から、各自の推論プロセスを
意識的に吟味して内省的・熟慮的
に思考する【特別活動】

他者の意見に耳を傾け、多様な視
点があることを認め、自分自身の
意見をメタ認知し、新しい意見を
再構築する【国語】

立場の違う人の意見を聞き、自分
の意見を客観的、論理的に見つめ
直し、よりよく考え直す【国語】

多様なアイディアや表現と出合い
ながら、よりふさわしい表し方を
選ぶ【美術】

様々な視点・立場から生活を見つ
め直す

【家庭科】

意見の相違

【社会】

様々な立場・見解

【社会】

立場の違い
自分の意見を見直す

【社会】

続いて、スライド7でお示しした三つ目の問い、「コンピテンシーを育成するた
めには、どのような教科間の連携が必要か？」を明らかにするための取り組みに
ついて、ご紹介します。
この取り組みでは、コンピテンシーの汎用性と、各教科のコンピテンシーの特性
を調査するため、集まった指導案の中から、コンピテンシーに関わる具体的な姿
を抽出し、分析することにしました。ここでは「批判的思考力」について述べま
す。
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批判的思考力の分類
• 正誤・適切性

…何かしらある方向によいとされるもの、正しいものがある。
例：植物の発芽 三角形の面積の出し方 相手に伝わる文章

・価値
…多面的に、それぞれよさや解釈のある。

例：難民問題 友情とは 芸術作品の鑑賞

・複合
…正誤・適切性、価値の両面から考える。多くの場合、それらが

対立している。
例：原子力発電問題 自動車の設計

高まる
よくなる

広がる

指導案分析で見えてきた批判的思考は以下の３つです。
1つ目は正誤・適切性についての批判的思考です。より正しくなる、より高まる、
より適切になるという方向に働く批判的思考です。何かしらある方向によいとさ
れるもの、正しいものがあり、それに向かって批判的に検します。
具体的には植物の発芽の条件はなにか、三角形の面積の出し方をより簡単にだす
にはどうしたらよいのか、相手により伝わる文書を書くにはどうしたらよいのか
などがそれに当たります。

２つ目は価値についての批判的思考です。よい方向があるというよりは多面的に
ものごとをとらえようという方向に働く批判的思考です。それぞれのよさや解釈
を見つける過程で、他の見方はないかと考えを広げ、批判的に検討します。
具体的には難民問題で他の見方はないか、友情とはどのようなものか、芸術作品
の良さとなにか、などがそれに当たります。

３つ目は複合です。問題に対して正誤・適切性、価値の両面から考えるものです。
多くの場合、正誤・適切性と価値は対立しています。具体的には原子力問題（効
率性と社会的価値の対立）、自動車の設計（効率と環境問題の対立）などがあり
ます。
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批判的思考力（正誤・適切性）の
育成

学年 要素 教科等の例

低学年 自分に間違いがないか確認する 国語（書く・説明文）
よりよいものはないか考える 算数（くりさがり）

中学年 よりよいものはないか考える 算数（面積）、体育（フロアーボール）、
国語（スピーチ）

科学的に検証する（事実を比較・関連付け
等して考える）

理科（物理・化学・生物・地学）
保健（効果的な手洗い）

高学年 よりよいものはないか考える 算数（速さ）、体育（バレーボール）、音
楽（器楽）

科学的に検証する（条件を制御して考え
る）

理科（物理・科学・地学）

中学校 情報を鵜呑みにしない 国語（論説文）
よりよいものはないか考える（複数の視
点）

国語（話す・聞く、書く）、数学（AED）、
音楽（音楽作り）

科学的に検証する（規則性・関係性等の発
見）

理科（物理・生物）

それでは正誤・適切性についての批判的思考はどのように育成されているので
しょう。指導案を学年、教科等ごとに分類すると次のようになりました。
まず低学年です。低学年は２つあります。
１つ目は「自分に間違いがないか確認する」です。自分が書いた文章に文法上の
間違いがないかなど確認する思考です。
2つ目は「よりよいものはないか考える」です。くりさがりの計算をより簡単な
方法でできないか考えることがそれに当たります。

中学年も２つあります。
1つ目は「よりよいものはなにか考える」です。これは先程と同じです。
2つ目は「科学的に検証する」です。例えば理科の実験の結果から、空気を押し
たときと押さなかった時を比較して空気の性質を考えることなどがそれに当たり
ます。

高学年も２つです。「よりよいものはないか考える」は省略します。２つ目は
「科学的に検証する（条件を制御して考える）」です。例えば理科でインゲン豆
の発芽の条件を調べるためにどのように条件を制御すればよいか考えることなど
がそれに当たります。

中学校では以下の３つです。
１つ目は「情報を鵜呑みにしない」です。例えば国語科で論説文を読んで、それ
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をそのまま受け止めるのではなく、筆者の意見が一方的であったり、間違ってい
たりしないか考えることがこれに当たります。
２つ目は「よりよいものはないかを考える」です。中学校では複合的なよさで考
えていきます。例えば音楽科ではボディー・パーカッションをリズムや叩く場所
など複数の視点からより良い方向を考えさせています。
３つ目は「科学的に検証する（規則性・関係性等の発見）」です。例えば理科の
生物ではどうして孤島には固有種が多いのか、孤島の状況と固有種の生存の関係
をモデル化し、その妥当性を考えさせています。

当然ですが、これは指導案に掲載されていたものを整理しただけで、すべての単
元を表すわけではありません。ここに載っていない教科・単元で様々な批判的思
考力を育成することは当然可能になります。ですから小学校で「情報を鵜呑みに
しない」という批判的思考を学習することがあることも考えられます。あくまで
おおまかな目安とお考えください。
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批判的思考力（正誤・適切性）の
育成の流れ

自分に間違いがないか
確かめる

科学的に検証する
（事実の比較・関係づ

け）

科学的に検証する
（条件を制御して考え

る）

科学的に検証する
（規則性や関係性等を

発見する）

よりよいものはないか
考える（複合的）

よりよいものはないか
考える

情報を鵜呑みにしない

これらの批判的思考をつながりで考えてみました。
まず低学年では自分に間違いがないか確認することから始まります。その次に正
しいかどうかの対象が自分から自然に変わり、科学的に検証するが始まります。
条件を制御して考えるようになるとどこまでが事実と言えるかどうかを考えられ
るようになるので、「情報を鵜呑みにしない」につながると考えられます。

またもう一方で低学年から「よりよいものはないか考える」は中学校まで続いて
います。学年が上がるにつれて複合的な規準でよりよいものを考えるようになり、
複雑化していくと考えられます。
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批判的思考力（価
値）の育成学年 要素 教科等の例

低学年 自分と相手は違うことに気づく 国語（文学・書く）
相手になってみる 道徳（友情）

中学年 多面的によさを見つける 国語（文学）、理科（物理）、図工（表現）
違う見方を知り自分の考えを深める 国語（説明文、書く）
他の人・立場で考えてみる 社会（地理）、道徳（北斎）

高学年 多面的に見る（メタ） 国語（文学、説明文）、社会（工業・戦争）、図工
（鑑賞）、保健（病気の予防）

違う見方を知り自分の考えを深める 国語（話す・聞く、書く）、音楽（音楽作り、器
楽）、体育（バスケット）、保健（心の発達）

哲学的に探究する 道徳（人との関わり）、図工（鑑賞）
他の人・立場で考えてみる 図工（表現）

中学校 多面的に見る（メタ） 国語（論説文）、社会（地理・公民）、音楽（器
楽）、美術（鑑賞）、家庭科（消費生活）

他の人・立場で考えてみる 体育（体育理論）、美術（表現）、技術（情報の技
術）

哲学的に探究する 美術（鑑賞）

次は価値についての批判的思考力はどうでしょうか？
指導案を分析したところ以下のようになりました。
まず低学年です。
１つ目は「自分と相手は違うことに気づく」です。国語科の文学的文章を読んで
いると、同じ文章を読んでいるのに異なる感想を持つ子どもがいることに気づき
ます。そもそも自分とは違う考え方をする人がいるということに気づくことが最
初の段階です。
２つ目は「相手になってみる」です。道徳で目の前の相手になってみて、言われ
たら嬉しいこと、悲しいことを考えてみることがそれに当たります。
中学年では以下の３つです。
１つ目は「多面的によさを認める」です。図工の作品に対して、いろいろな良さ
を考えることがこれに当たります。
２つ目は「違う見方を知り自分の考えを深める」です。国語科で「書く学習」を
行い、友達からの助言をもらって、さらによりより文章に変えていくことがこれ
に当たります。
３つ目は「他の人・立場で考えてみる」です。道徳で葛飾北斎はどういう気持ち
で富士山を見たかを考える、といった目の前の相手以外の人・立場から考えてみ
ることがこれに当たります。
高学年は以下の４つです。
１つ目は「多面的にみる（メタ）です。」例えば社会科で戦争の影響について、
様々な角度から検討し、それを俯瞰して自分の考えをもつようなことがこれに当
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たります。この場合よさだけではなく、デメリットも考慮します。
２つ目は「違う見方を知り、自分の考えを深める」です。これは中学年と同じで
す。
３つ目は「哲学的に探究する」です。例えば図工で「Artとはなにか」ということ
を考えることなどがそれに当たります。
中学校の３つも小学校で挙げられたものと同じです。
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批判的思考力（価値）の
育成の流れ

自分と相手は違うこと
がわかる

多面的によさをみつけ
る

違う見方を知り、自分
の考えを深める多面的に見る（メタ）

哲学的に探究する

相手になってみる

他の人・立場で考えて
みる

これらも繋がりで考えてみます。
まず、自分と相手は違うことがわかることが最初です。
そこから多面的によさを認めたり、目の前の相手になって考えてみたりすること
に繋がります。
多面的によさを見つけられるようになったら、次はメリットだけではなく、デメ
リットも含めて俯瞰的（メタ的）に考えられるようになります。俯瞰的に考えら
れるだけではなく、自分の考えを違う見方から深めることもできます。
それが更に高まっていくと抽象的な一つのことについて考えを深める哲学的探究
につながっていきます。

もう一つは相手になってみることも批判的思考の重要な点です。目の前の相手に
なってみて考えてみることから、葛飾北斎や違う国の人など自分とは時間的、地
理的、思想的に離れた人の立場で考えてみることもできるようになっていきます。

19



批判的思考力（複合）の育成
学年 要素 教科等

低学年

中学年

高学年 科学と価値の両面から検討 理科（物理）

中学校 科学と価値の両面から検討 社会（原子力発電）
技術（自動車モデル、未来の物流）

最後の複合について分析してみます。
複合なのでやはり高学年以降からになります。社会問題と科学技術が対立する技
術や理科、社会などの教科で扱われています。
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批判的思考力を育成するカリキュ
ラム・マネジメントの例（１年
間・６年生）

• 似た批判的思考を関連して指導する。

（例）正誤 算数と体育
「より簡単に計算できる方法を考えたね。その考え方を生か
して体育のバレーボールでも簡単にアタックを打てる方法を
考えてみよう」
（例）価値 国語と社会
「社会で原発についていろいろな意見をもっていた人がいた
ことを学んだよね。国語の説明文でもいろんな意見をもつ人
がいるので、どんな意見が出るか考えてみよう」

以上の分析結果からカリキュラム・マネジメントについて２つの点から提案でき
ると考えます。まずは６年生を例として１年間のカリキュラム・マネジメントを
考えてみましょう。
１年間のカリキュラム・マネジメントの工夫として、批判的思考を関連して指導
できることが挙げられます。
他教科であっても似た批判的思考を育てている学習を関連付けて指導できます。
先程の表で同じ欄にある関連する単元を結びつけて指導することができます。
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教科等をつなげて指導するメ
リット
• 教科等をつなげて指導することで、効果的に指

導することができる。

• 児童・生徒自身にそれぞれの教科等が関連して
いることを実感させることができる。

• 児童・生徒の実態に応じて、年間で集中して指
導する時期を作ることもできるし、年間を通し
て均等に指導することもできる。

具体的にはそれぞれの教科等で育成している学習を学習履歴として教師は自覚し、
繰り返したり、発展させたりして批判的思考を育成できます。教科による見方・
考え方を大事にしつつ、批判的思考という汎用的な資質・能力を関連付けて指導
し、指導の効果をあげることができます。

それを子ども自身が自覚できることも大きいと思います。子どもは教科が変わる
と頭の中を切り替えてしまうこともあるようですが、それぞれが関連しあって資
質・能力を育成していると実感させることで、子どもの学習観を変革することが
できます。

カリキュラムマネジメントの工夫としてはある時期に集中して批判的思考を育成
する時期を作ったり、年間にまんべんなくそういう単元をおいて指導していくな
ど、指導計画の工夫も考えられます。
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批判的思考力を育成するカリキュ
ラム・マネジメントの例（学年
間）

正誤・適切性
• 低学年 文章を間違えてないか確かめよう（国語）
• 中学年 空気の性質を実験結果から考えよう（理科）
• 高学年 発芽の条件がわかるための実験方法を考えよう（理科）
• 中学校 孤島で固有種が多いのはなぜか自分の説を検討しよう（理科）

価値
• 低学年 人それぞれ考えが違うことに気づこう（国語）
• 中学年 動画のよさをいろいろ考えてみよう（図工）
• 高学年 それぞれが楽しめるルールにしよう（体育）
• 中学校 Artとはなにか様々な価値観から考えてみよう（美術）

１年間だけでなく、学年間でのカリキュラム・マネジメントもあります。
例えば正誤・関連性では以下のようなつながりが考えられます。
まず低学年では国語科の書くことの学習で、自分の文章が間違っていないか考え
る思考を育成します。
次に中学年では間違っていないか考える対象が自分からそれ以外に広がります。
例えば理科で空気の性質を実験結果などを根拠に比較しながら考える思考を育成
していきます。
そして高学年では結果からの比較だけではなく、インゲン豆の発芽の条件を考え
るために、結果を予想してどのように条件を制御したら明らかにできるのかを考
える思考が育成されます。
中学校ではそれを更に発展させ、孤島で固有種が多い理由を自分で考え、それが
妥当かどうか様々な条件から考えて検証するような関係性を明らかにする思考に
つながっていきます。

それに対して価値はどうでしょう。
価値は低学年では国語科の文学的文章を読む学習で人によって感想が違うことに
気づく思考を育成します。
中学校ではただ違うことに気づくだけではなく、図工で友達の作った動画のよさ
を色々見つけていくような思考が育成されます。
高学年ではメリットだけではなく、デメリットも含めつつ、背の高い人も低い人
も同じようにバスケットボールを楽しめるようなルールを俯瞰的に考えて自分の
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考えを深めつつ考えていく思考が育成されます。
最後に中学校ではそれらを発展させ、様々な角度から抽象的に迫っていく哲学的
な思考につながっていきます。中学校では美術で「Artとはなにか」哲学的に考え
る学習がありました。
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学年間をこえて指導するメ
リット
• 育成プロセスが明らかになることで、教科をこ

えて何を指導すればよいかわかる。

• 児童や生徒の実態に応じて、何を指導すべきか
わかる。

このように学年間をこえて指導することで以下の２つのメリットがあると考えま
す。
１つは資質・能力の育成に教科をこえて指導する道筋が見えてきたということで
す。低学年では国語で、自分に間違いがないか考える力をつけると中学年の理科
で実験結果から比較して何が言えるか考える力につながることがわかっていれば、
低学年のときにそのように意識して指導することができるでしょう。
当然今までも無意識に指導は行われてきたとは思いますが、それを意識的にする
ことで効果をより高めることができると考えます。

2つ目は児童・生徒の実態に応じて何を指導すべきかわかるということです。例
えば多面的な思考をすることが難しい児童生徒にいきなり、哲学的な探究をする
ことは難しいでしょう。ひょっとしたらその前の段階の「自分と相手が違うこと
に気付く」力が身についていないのかもしれません。目の前の児童・生徒がどこ
までできていて、どこができていないかを見ることで、児童・生徒にあった適切
な指導ができると考えます。
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ではどう指導するか？

以上、批判的思考力のカリキュラムの1年間、複数学年のつながりについて指導
してきました。
それではそのような批判的思考力を育成するにはどのように指導すればよいので
しょうか。
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26

批判的思考力の
育成

多様な視点から考え
る必要のあるテーマ
の設定

•本当にそうか

•他に考えなくてはいけないことは
ないか

•新しい視点はないか

解決したい、よりよく
したいという場の設定

•勝つため、解決するためにいろいろ
考えよう

•独自のアイディアを出すためにいろ
いろ考えよう

試行錯誤が可能な場の設定

•本当かな。もう一度確かめてみよう。

•あてはまらない選択肢を外そう

批判的思考力を育成する手立て批判的思考力を育成する手立て

可視化ツールの用意
•自分が思ったのと実際が違う

他者との学び合いの設
定
•他の考え方や意見はないか
•本当に大切なものは何か

昨年までの研究で、私達は批判的思考力を育成する手立てとして，授業ビ
デオの分析から次の５つを導出しました。
１つ目は，「多様な視点から考える必要のあるテーマの設定」です。社会
では難民問題，美術では多様な色を作るといったテーマが設定されていま
した。多様な視点，新しい視点から考える必要のあるテーマが設定され，
それによって子どもたちは様々な立場から考えることが可能となり，「批
判的思考力」が育成できたと考えられます。
２つ目は，「解決したい，よりよくしたいという場の設定」です。理科で
は読めなくなったプラスチックの鑑定書を修復したい，体育では試合に勝
ちたいという場が生まれ，その結果様々な角度から考えたり，本当かどう
か確かめたりする「批判的思考力」が育成されたと考えます。数学の授業
ではAEDを何ｍおきにおけばよいのかという活動で数学を用いています。
それではビデオをご覧ください。
３つ目は，「試行錯誤が可能な場の設定」です。理科では，すぐに自分で
考えた実験ができるように準備されており，体育でも自分の考えが正しい
かどうかすぐに練習で確かめる場が設定されていました。その結果すぐに
自分の考えを検証することができ，そのため本当かどうかを考える「批判
的思考力」につながったと考えられます。生徒が炎色反応の結果が本当に
正しいかどうか批判的に検討し、再実験する様子を見ることができました。
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４つ目は，「他者との学び合いの設定」です。例えば国語では，他のテー
マを調べた子どもとの話し合いが仕組まれており，そこで自分とは違う考
えを知ることができます。そのため他の視点から考える「批判的思考力」
につながったと考えられます。また保健では感染症対策について４人組で
話し合うように設定されており，その結果自分とは異なる友達の意見と比
較しながら自分の意見を深めることができました。その結果違う視点を考
えるという，「批判的思考力」が育成されたと考えられます。
５つ目は，「可視化ツールの用意」です。例えば体育では自分の動きをビ

デオで撮ることで，その通り動けているか，確認し、そのことにより本当
かどうかを考える「批判的思考」につながりました。保健では班の意見を
ホワイトシートに貼り、多様な意見を可視化することで自分の考えと比較
することができ、批判的思考につながったと考えられます。
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正誤・
適切性

多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年 0.33 0.00 0.33 1.00 0.67

中学年 0.44 0.44 0.33 1.00 1.00

高学年 0.29 0.14 0.71 1.00 1.00

中学校 0.57 0.14 0.43 1.00 0.71

それでは先に示した５つの手立てはどの段階で多く用いられているのでしょうか。
指導案で用いられていることが読み取れる場合は1，読み取れない場合は0とし、
平均をとりました。
全ての指導案で用いられていたら1.0となります。
多く用いられていると赤、あまり用いられていないとグレーになっています。
まず正誤・適切性の方で見てみましょう。
特徴的なのが全ての学年で他者との学び合いや可視化ツールが設定されているこ
とです。
また高学年以降では試行錯誤が可能な場の設定もされるようになります。
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正誤・
適切性

多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年 さくらんぼ計算
ブロックを動かし
て計算する ペア・学級全体 ブロック

動作化

中学年
空気に対する見方
アタックを打つた
めの動き

試合に勝つ
自分の健康

線を引いて考える
試合 少人数・学級全体

ホワイトボード
ビデオ

高学年
バレーボールの作
戦
速さの平均

試合に勝つ
試合
実験
図を書き直す

少人数・学級全体
ホワイトボード
面積図

中学校
島に固有種がいる
理由
AEDを置く感覚

社会への貢献
実験
図を書き直す
読み聞かせ

少人数・学級全体
司書・小学生との
交流

ホワイトボード
図

それでは具体的にどのような手立てなのが例をあげてみました。これをまとめる
と次の図のようになります。
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正誤・
適切性

多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年 少ない選択肢 半具体物を動かす ペア(1)・学級全
体(2)

半具体物
動作化

中学年 複数の選択肢 生活の改善
体を動かす
思考実験 少人数(3)・学級

全体(5)

文字化
ICTによる記録

高学年 複数の選択肢 生活の改善
体を動かす
思考実験
実験

少人数(5)・学級
全体(2)

文字化
作図

中学校 多数の選択肢 社会への貢献
体を動かす
思考実験
実験

少人数(1)・学級
全体(4) 学級外の
交流(2)

抽象化

まず試行錯誤についてです。体育のように体を動かす、算数のように試しに計算
し思考実験をしてみる、理科のように具体的に実験をすることが挙げられていま
す。
他者との学び合いでは小学校高学年に向けて学級全体が減り、少人数グループが
増えていきます。子ども同士の学び合いができるようになってきたことが大きい
のでしょう。中学校になると少人数は減り、学級外の人との交流（小学生や司書
など）が出てきて、考え方の異なる他者との学び合いが行われるようになってき
ます。
最後に可視化ツールですが、最初はブロックなどの半具体物や動作化など、抽象
的なものを具体的にすることが中心ですが、だんだん作図や文字などをホワイト
ボードに書くなどの抽象的な表現も増えてくるようになります。
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価値
多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年 0.80 0.00 0.00 1.00 0.20

中学年 1.00 0.00 0.00 1.00 0.57

高学年 1.00 0.12 0.18 1.00 0.82

中学校 0.92 0.08 0.17 1.00 0.75

それでは価値はどうでしょう。価値では多様な視点が必要なテーマの設定、他者
との学び合い、可視化ツールが多く使われていることがわかります。
このように育てたい批判的思考力が変わると育成する手立ても変わってくるよう
です。
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価値
多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年
手紙の中身を読む
か
友達の作品のよさ
友達とは

 学級全体 作品

中学年
ゴムのよさ
北斎の気持ち
K Shuttle

ペア・学級全体

自己評価
ノート
写真

高学年
なぜ題名が「雪わ
たり」か？
心の発達の違い
戦争とはなにか

生活に役立つ
試合を楽しむ

繰り返し練習する
失敗から学ばせる

少人数学級全体
少人数

ホワイトボード
発表
作品

中学校
AED
アートとは
原子力

人口密集
原子力

モデル
ゲーム
プログラミング

学級全体
少人数（ジグ
ソー）

ホワイトボード
コンセプトマップ
プログラミング

具体的な以下のような手立てです。これをまとめると次のようになります。
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価値
多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年 身の回りに関する
テーマ 学級全体(6) 作品

中学年
児童の身の回りか
ら少し離れたテー
マ

ペア(2)
学級全体(4)

文字化
作品

高学年 抽象的なテーマ すぐに自分たちの
生活に結びつく

具体物での試行錯
誤

少人数(9)
学級全体(8)

文字化
作品

中学校 社会問題など 社会問題に解決す
る 抽象的な試行錯誤

学級全体(10)
少人数(3)（ジグ
ソー）

文字化
記号

まず多様な視点が必要なテーマの設定です。低学年では目の前にある友達の作品
の良さなど、身近なテーマを扱い、中学年では少し広がって北斎の気持ちなどに
なり、高学年では戦争とは、などのように抽象的になり、中学校では複雑な社会
問題というようにだんだん抽象化・複雑化していきます。
他者との学び合いは小学校高学年になるに連れて小グループが増えていきます。
中学校でがジグソーなど多様な考え方の他者との学び合いが仕組まれるようにな
ります。
可視化ツールも文字化・作品制作が中心ですが、中学校になるとグラフィック
オーガナイザーやプログラミングなど抽象的な可視化が行われるようになります。
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複合
多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場の設定

試行錯誤
が可能な
場の設定

他者との
学び合い
の設定

可視化
ツール

低学年 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

中学年 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

高学年 1.00 0.00 0.00 1.00 1.00

中学校 1.00 1.00 0.75 1.00 1.00

最後に複合について見ていきましょう。やはり複合は多くの手立てが使われてい
ることがわかります。試行錯誤も中学校の理科や技術で行われています。
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複合
多様な視
点が必要
なテーマ

解決した
いという
場

試行錯誤
が可能な
場

他者との
学び合い

可視化
ツール

小学校
６年生
（1)
中学校
（4)

電気の利用
未来の物流
自動車
原子力発電

社会問題 試作品作成
少人数・
学級全体

図
モデル作り

手立ては以下のとおりです。科学と社会の両面から考えなくてはいけないテーマ
が設定されています。
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批判的思考力育成のビデオ教材

21codomos

http://www.u-gakugei.ac.jp/~jisedai/

で検索

なお、ここまでに取り上げてきた、批判的思考力を育成するための指導の手立て
は、東京学芸大学次世代教育研究推進機構が作成したビデオ教材において解説し
ています。
実際の中学校の授業の事例から関口教授（ビデオ撮影当時は准教授）が具体的に
説明したものです。ご覧いただけたら幸いです。
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考察
• 正誤・適切性と価値では、共通な手立てと異なる手立てがあ

る。
共通 他者との学び合いの設定 可視化ツール
正誤・適切性 試行錯誤が可能な場の設定
価値 多様な視点が必要なテーマ

• 低学年よりも高学年、中学校に向けて手立てが多く用いられ
る傾向がある。

• 低学年では身近で、具体的な手立てが多いが、中学校に向か
うにつれて抽象的・複雑な手立てが多い。

• 他者との学び合いの設定では高学年に向けて少人数グループ
が増えてくる。中学校では多様な他者との学び合いが重視さ
れている。

以上の分析から見えてきたことは以下のとおりです。
１つ目は批判的思考によって共通な手立てと異なる手立てがあるということです。
正誤・適切性では「他者との学び合いの設定」「可視化ツール」が多く、高学年
から「試行錯誤が可能な場の設定」が増えてきます。
それに対し、価値では「多様な視点が必要なテーマ」「他者との学び合いの設
定」「可視化ツール」が用いられていることがわかります。
共通するのが「他者との学び合いの設定」「可視化ツール」であり、正誤・適切
性では「試行錯誤が可能な場の設定」、価値では「多様な視点が必要なテーマ」
が用いられています。

２つ目は低学年よりも高学年のほうが手立てが多いということです。複雑な問題
に対応するためには多くの手立てが必要になってくると考えられます。
３つ目は低学年では具体物や身身の回りのテーマが多いのですが、中学校に向け
てだんだん抽象的になり、ジグソーのような複雑な手立てが増えていきます。
最後に他者との学び合いの設定についてです。小学校では高学年に向けて少人数
グループの活動が増えていきます。それに対して中学校では小学生や司書など自
分とが考え方の違う他者との学び合いが重視されているようです。
育成したい批判的思考力が高度になっていくことが関連していると考えられます。
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結論・まとめ

37



学習指導要領・指導案・学習の
つながり（国語と技術の比較）

国語 技術

学習
指導
要領
解説

国語を適切に使う（正
誤・適切性）
言葉を通して人や社会と
関わり自他の存在につい
て理解を深める（価値）

特定の側面から見た個人的な願いの実現
を目指そうとすることではなく，多様な
側面で，技術を工夫し創造しようとする…
（正誤・適切性）
多様な側面で作る場面、使う場面、
廃棄する場面、万が一のトラブルの
場面などを想定し…（複合）

指導
案

話す・聞く、書く、説明
的文（正誤・適切性）
文学的文章（価値）

エネルギー変換、情報の技術（複
合）

生徒
の自
己評
価

森実践（附属竹早中２）
批判的思考の伸び評価
(3.89)
価値

浦山実践（附属竹早中３年）
批判的思考の伸び評価(4.11)
複合

それでは指導要領と、指導案、生徒の学習のつながりについて考察します。
それぞれが異なる方向を向いていると、指導が効率よく行われていない可能性が
あります。
ここでは例として国語と技術を比較します。

そうすると学習指導要領と先生方が作った指導案、生徒の自己評価を並べますと
一貫して育成されていることが示唆されます。
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考察

• 学習指導要領から生徒の自己評価まで一貫性を
もって育成している。

• 日本の教師が伝統としてもってきた指導法が育
成を実現している可能性がある。

• 教科等の関連については今後の課題

ここから考えられることは以下の3つです。

１つ目は先にも論じたように学習指導要領、指導案、生徒の自己評価と一貫性が
見られ、行政、教員、生徒と全ての段階で批判的思考育成にむけて学校教育が行
われていると見ることができます。
２つ目は学習指導要領に具体的な指導法は書かれていないにも関わらず、育成さ
れている可能性が高いのは日本の教員が伝統としてもっている指導法（学び合い
の設定など）の有効性がある程度担保されていると見ることができます。
若い教員が増えている現在、このような伝統をビデオなどでしっかりと残してい
く必要性がここにも考えられます。
３つ目は教科等の関連についてです。この分析法では教科等のつながりしか見る
ことはできません。教科等を結びつけてどう指導されているかを分析するのは今
後の課題になるでしょう。
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今後の展望

•その他のコンピテンシーについて分析を進め、
コンピテンシー育成の特性について比較する

•コンピテンシー育成の視点から、学習指導要領、
教師の指導、子どもたちの姿、それらの間に
どのようなつながりが存在するかに目を向ける

最後に、今後の展望を述べます。
まず一つ目は、コンピテンシーについての分析を拡大していくことです。今回

の報告では、批判的思考力を主に取り上げましたが、今後はその他のコンピテン
シーについても、同様に分析を進めていきたいと考えています。各コンピテン
シーの分析が進んでいくことで、コンピテンシー間の分析結果の比較が可能にな
り、育成の傾向が似ている、あるいは異なるなどの、それぞれのコンピテンシー
育成の特性が見えてくると考えられます。特に、同時に指導することが可能なコ
ンピテンシーの組み合わせが分かれば、指導の効果が上がっていくだけでなく、
カリキュラム・オーバーロードの問題に対する有用な示唆にもなり得ると期待し
ます。

二つ目は、冒頭部分でお話した、カリキュラムの三つの次元を統合し、我が国
の学校教育におけるコンピテンシー育成の在りようを捉えることを目指したいと
考えています。学校教育の大きな方向性を規定している学習指導要領、その内容
を解釈し、自身の専門性をいかしつつ教師が実際に行う指導、そして児童・生徒
が獲得した力や態度、それらのつながりに目を配ることで、日本の学校教育にお
けるコンピテンシー育成に関する強みや課題を析出することができるのではない
かと考えられます。
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